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グリーン手前で右に少し曲がっているロングホール。ロングヒッターには2オン可能。
ティーショットは右のOBに注意。アプローチはグリーン手前のガードバンカーに注意
して、高い球で攻めるのがポイント。 

池越えのショートホール。距離はないがグリーンが小さく、手前にバンカーがあるので、
まずはグリーンのセンターを狙って確実にオンさせることを考えよう。コーライ、ベント
の両グリーンとも左に落とすとトラブルとなるので要注意。 
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距離のない打ち上げのミドルホール。左側はグリーンまでOBが続く。ティーショットは
飛距離よりも正確さでフェアウェイのセンターへセカンドはグリーンが受けているの
で手前からピンをデッドに狙おう。グリーン手前のバンカーは深いので要注意。 

グリーンの奥のヒノキの景観が美しいショートホール。グリーンが縦長になっていて
細く、奥と左右にはOBがあるので正確なショットが要求される。グリーンは見た目より
受けており、横からのパットは難しいので慎重に。 
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打ち上げのミドルホール。ティーショットは方向性重視でフェアウエイの先端に止めよ
う。グリーンは砲台なのでセカンドは大きめのクラブ選択が必要。奥からのパットは慎
重に。 

打ち下ろしのミドルホール。まっすぐなのでティーショットは中央のあすなろの木を避
け、正確にバンカーの手前に刻む。セカンドはグリーンが奥に向かって速くなってい
るので直接グリーンに落とさず手前から攻めるのがポイントとなる。 
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右に直角に曲がり第1打が打ち上げ、第2打は打ち下ろしになるミドルホール。ショー
トカットは難しいので、レイアウト通りの正攻法を。ティーショットは右の山裾狙い。セ
カンドはダウンヒルからのショットなので、右のOBに注意して確実にオンを狙いたい。 

打ち下ろしでS字型のロングホール。左にOBゾーンの林、右はグリーン手前に土手
がありティーショットはフェアウェイの中央狙い。セカンドはグリーン手前に見える松の
木の左へ。グリーンはバンカーにガードされているのでアプローチは高い球が要求さ
れる。 
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飛駒コースでもっとも距離のある打ち上げのミドルホール。無理をせず3オン狙いが
堅実。ティーショットはフェアウェイの狭くなっている手前に。セカンドはグリーンの手
前まで運ぶ。グリーンはベント、コーライの両グリーンとも左奥から速い。 
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